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広報曽爾　2019年（令和元年）5月1日発行　通巻571号

5
そに

2019
（令和元年）

★ 平成31年度
　 曽爾保育園入園・進級式 ★
　4月4日(木)に入園・進級式が行われ、
3名の子どもたちが入園しました。
これからも、曽爾保育園でたくさん遊ん
で楽しく過ごしましょうね。
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平
成
26
年
２
月
に
村
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
、昨
年
に
は
多
く

の
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
再
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
し
て
今
日
ま
で
五
年
余

り
に
わ
た
り
村
政
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
の
も
、村
民
の

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
る
も
の
と
、深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
間
私
は
、現
場
に
赴
き
、見

て
、感
じ
て
、そ
し
て
村
民
の
皆
さ
ま

方
の
貴
重
な
声
を
聞
き
、様
々
な
課

題
に
向
き
合
って
ま
い
り
ま
し
た
。ま

た「
住
み
続
け
た
い
故
郷
、小
さ
く

と
も
光
り
輝
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、ぬ
る

べ
の
郷
曽
爾
村
」を
目
指
し
て
、「
行

政
、議
会
、住
民
」が一体
と
な
っ
て
、

明
日
へ
の
知
恵
を
出
し
合
い
、住
民

参
画
に
よ
る
村
づ
く
り
を
基
本
理
念

と
し
て
村
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。こ
の
信
念
は
今
後
も
不
変
で
あ

り
、先
人
達
の
功
績
を
心
に
留
め
な

が
ら
、初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、村

政
運
営
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

新
年
度
は「
平
成
」に
か
わ
り
新

た
な
時
代
が
幕
を
開
け
る
と
と
も

に
、置
村
１
３
０
年
の
記
念
す
べ
き

節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

　

村
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
、持
続
可
能

な
村
づ
く
り
の
た
め
に
、観
光
資
源

や
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、

創
意
工
夫
に
よ
る
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、平
成
31
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
、「
曽
爾
村
第

四
次
総
合
計
画
」の
持
続
性
を
考

慮
し
な
が
ら
、「
曽
爾
村
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
」、「
曽
爾
村
ま
ち・

ひ
と・し
ご
と
創
生
戦
略
」に
基
づ

く「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
生
戦

略
」に
基
づ
き
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
国
や
県
の
補
助
金
を
最
大
限
に

活
用
し
な
が
ら
更
に
事
業
を
進
め
、

村
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
、私
た
ち
の
目
の
前
に
は
、過
疎

化
、人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
社
会

と
い
う
非
常
に
高
く
厚
い「
壁
」が

立
ち
は
だ
か
って
お
り
ま
す
。こ
う
し

た
様
々
な
大
き
な
壁
は
、い
つ
の
時

代
に
も
存
在
し
て
お
り
、先
人
達
は

知
恵
と
努
力
に
よ
って
、こ
れ
ら
を
乗

り
越
え
、現
在
の
曽
爾
村
を
築
い
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
良
き
曽
爾
村

を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、

今
生
き
る
私
た
ち
世
代
の
責
務
で
あ

り
、将
来
に
わ
た
り
活
力
を
ど
の
よ

う
に
高
め
、発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
、

今
ま
さ
に
村
政
運
営
の
力
が
試
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、こ
れ
ま

で
以
上
に
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動
員

し
て
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
って
効
果
的

か
つ
強
力
に
実
行
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
村
の
未
来
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
な
が
ら
着
実
に
歩
み
を
進
め
、次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

曽
爾
村
教
育
委
員
会
は
、子
ど

も
が
基
礎
的・基
本
的
な
学
力
を
身

に
付
け
、豊
か
な
知
性
や
感
性
、道

徳
性
や
体
力
を
は
ぐ
く
み
、人
間
性

豊
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、ま

た
村
民
が
文
化
的
教
養
を
高
め
、ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、健
康
で
豊
か
な

人
間
形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
願
い
、次
の
よ
う
な「
教
育
目

標
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、教

育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
６
つ
の

「
基
本
方
針
」に
基
づ
い
て
教
育
行

政
を
推
進
し
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
施
設
分
離
型
で「
曽

爾
村
小
中
一
貫
教
育
」が
ス
タ
ー
ト

し
、本
年
度
は
２
年
目
を
迎
え
ま

す
。ま
た
施
設一体
型
校
舎（
曽
爾
中

学
校
）の
改
修
に
伴
い
、２
学
期
か
ら

小
中
学
生
が
小
学
校
の
校
舎
で
共

に
学
び
ま
す
。そ
の
た
め
乗
り
入
れ

授
業
や
交
流
学
習
が
一
層
進
め
や

す
く
な
り
ま
す
。更
に
小
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
・
教
職
員
が
一
体
感
を

持
ち
、学
校
運
営
を
柔
軟
に
弾
力
的

に
進
め
る
た
め
に
、令
和
２
年
４
月

開
校
の
義
務
教
育
学
校「
曽
爾
村

立
曽
爾
小
中
学
校
」の
構
築
に
向
け

て
、校
舎
施
設
の
整
備
と
教
育
内
容

の
充
実
に
努
め
、10
年
後
・20
年
後

を
見
据
え
た
学
校
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

教
育
目
標

１
．互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、思
い

や
り
と
規
範
意
識
の
あ
る
村
民

２
．ふ
る
さ
と
曽
爾
を
愛
し
、社
会

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
村
民

３
．自
ら
学
び
考
え
行
動
す
る
、創

造
力
豊
か
な
村
民

【
基
本
方
針
】

１「
豊
か
な
心
や
感
性
を
は
ぐ
く
む

教
育
の
推
進
」

　

人
権
尊
重
の
教
育
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、子
ど
も
の
豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
む
社
会
体
験
や
自
然
体
験
、

交
流
学
習
な
ど
の
機
会
を
充
実
し

ま
す
。

２「
確
か
な
学
力
の
向
上
と
個
性
の

伸
長
」

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
を
確

実
に
身
に
付
け
さ
せ
、子
ど
も
一
人

一
人
の
学
ぶ
意
欲
や
思
考
力・判
断

力
・
表
現
力
等
の
資
質
・
能
力
を
育

成
し
ま
す
。

３「
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
」

　

子
ど
も
に
基
本
的
な
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、運

動
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
ま
す
。

４「
ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
誇
れ
る
教

育
の
推
進
」

　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
行
事
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
積
極
的
に
か
か

わ
る
中
で
、よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り

に
進
ん
で
参
加
し
よ
う
と
す
る
意
欲

や
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
村
へ
の

愛
着
を
抱
か
せ
ま
す
。

５「
安
心
と
、魅
力・活
力
あ
る
学
校

教
育
の
推
進
」

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校

生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

６「
生
涯
学
習
環
境
の
整
備・充
実
」

　

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
と
人
権

を
尊
重
す
る
社
会
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
お
し

て
人
権
啓
発･

人
権
教
育
の
推
進
を

図
り
ま
す
。ま
た
多
様
に
学
ぶ
学
習

機
会
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

村
長
施
政
方
針  

（
要
旨
）

曽
爾
村
教
育
委
員
会

教
育
方
針 

　 

（
要
旨
）
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平
成
31
年
度
の
予
算
は
、
引
き
続

き
経
費
の
削
減
は
も
と
よ
り
種
々
合

理
化
に
努
め
る
一
方
で
、
曽
爾
村
第

四
次
総
合
計
画
の
持
続
性
を
考
慮

し
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
や
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
生
戦
略
等
を

国
や
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
更
に
展
開
し
て
い
く
た
め
の
編
成

と
な
り
ま
し
た
。

●
活
気
あ
る
村
づ
く
り
の
促
進
（
道

路
整
備
等
）

・
村
道
改
良
舗
装
補
修
事
業
の

継
続

・
県
道
名
張
曽
爾
線
の
改
良
促

進
・
橋
り
ょ
う
補
修
事
業
の
実
施

・
大
字
活
性
化
交
付
金
の
継
続

●
産
業
の
育
成
・
地
域
資
源
を
活
か

し
た
活
性
化

・
農
林
業
公
社
へ
の
運
営
支
援

の
継
続

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
た
農
林
業
後
継
者
の

育
成
及
び
確
保
の
継
続

・
元
気
な
集
落
づ
く
り
支
援
事

業
の
継
続

・
強
い
農
業
担
い
手
づ
く
り
総

合
支
援
事
業
の
実
施

・
県
営
農
地
環
境
整
備
事
業
の

継
続

・
施
業
放
置
林
整
備
事
業
、
美

し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備

事
業
、
里
山
再
生
事
業
等
の

林
業
振
興
策
の
継
続

・
曽
爾
高
原
の
ス
ス
キ
の
植
生

保
護
及
び
育
成
検
証
の
継
続

・
観
光
施
設
長
寿
命
化
事
業
の

継
続

・
ふ
る
さ
と
納
税
で
積
み
立
て

た
基
金
を
活
用
し
た
曽
爾
高

原
維
持
管
理
の
継
続

●
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
推
進

・
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業
、

移
動
支
援
事
業
の
継
続

・
特
定
健
診
等
の
取
組
、
個
別

指
導
の
重
点
実
施

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
改
修
事
業
の
継

続

・
健
康
ア
プ
リ
実
証
事
業
の
実

施

●
生
活
基
盤
と
防
災
体
制
の
整
備

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
光
化
促
進
事
業
の
実

施
・
地
籍
調
査
事
業
の
継
続

・
全
住
民
対
象
の
防
災
訓
練
の

継
続
と
防
災
関
連
資
材
の
確

保
・
充
実

・
地
域
防
災
計
画
の
更
新
・
見

直
し
の
実
施

・
生
活
基
盤
近
代
化
事
業
の
継

続

●
ひ
と
づ
く
り

・
保
育
園
を
含
め
た
義
務
教
育

の
完
全
無
償
化
の
推
進

・
小
中
一
貫
教
育
施
設
一
体
化

の
た
め
、
中
学
校
大
規
模
改

修
事
業
の
実
施

・
人
権
を
大
切
に
す
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
の
推
進

●
伝
統
・
歴
史
文
化
の
継
承

・
曽
爾
の
獅
子
舞
の
次
世
代
へ

の
継
承
及
び
芸
術
性
や
魅
力

の
発
信

・
文
化
財
価
値
を
高
め
る
た
め

伊
勢
本
街
道
史
跡
登
録
の
実

施
・
置
村
１
３
０
年
記
念
事
業
の

実
施

●
定
住
促
進

・
若
者
定
住
促
進
住
宅
整
備
事

業
の
実
施

・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
で
の
新

た
な
空
き
家
の
確
保
及
び
移

住
者
増
加
へ
の
取
組
の
推
進

●
効
率
的
な
行
財
政
運
営

・
よ
り
機
能
的
な
組
織
の
構
築

及
び
財
政
の
健
全
化
・
安
定

化
の
構
築

会　計　名

一　般 29億0,050万円

2億3,580万円

1億3,570万円

1億3,000万円

200万円

3億1,890万円

3,130万円

37億5,420万円

22億3,050万円

2億3,990万円

1億4,480万円

1億3,710万円

250万円

3億　310万円

3,290万円

30億9,080万円

6億7,000万円

▲410万円

▲910万円

▲710万円

▲50万円

1,580万円

▲160万円

6億6,340万円

簡易水道事業

住宅新築資金等貸付事業

介護保険

後期高齢者医療

合　　計

国
　保

事業勘定

直営診療施設勘定

31年度予算額 30年度予算額 比較増減額

－  予算総括表  －

平
成
31
年
度
予
算
の
概
要

平
成
31
年
度
主
要
施
策

基
本
方
針
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活
気
あ
る
村
づ
く
り
の
促
進

●
大
字
活
性
化
交
付
金
事
業

１
８
０
万
円

　
自
治
会
運
営
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
全
て
の
大
字
に
活
性
化
交
付
金
を

交
付
し
ま
す
。

●
村
道
亀
山
線
等
舗
装
補
修
事
業

５
，
２
５
０
万
円

　
平
成
25
年
度
及
び
28
年
度
の
路
面

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
主
要
村
道
の

舗
装
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
４
，
４
０
４
万
円

　
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
策
定
計

画
に
基
づ
き
、
設
計
監
理
委
託
や
修

繕
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

 

産
業
育
成
・
地
域
資
源
の
活
性
化

●
農
林
業
公
社
運
営
支
援
事
業

　
５
１
２
万
円

　
ト
マ
ト
・
ほ
う
れ
ん
草
等
の
産
地

強
化
、
森
林
資
源
活
用
事
業
及
び
地

域
創
業
事
業
等
を
推
進
す
る
公
社
に

対
し
て
運
営
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

４
，
３
３
０
万
円

　
都
市
部
か
ら
農
林
業
後
継
者
と
し

て
の
受
け
入
れ
及
び
地
方
創
生
総
合

戦
略
に
鑑
み
、
地
域
活
動
事
業
等
に

従
事
し
ま
す
。

●
強
い
農
業
担
い
手
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
（
新
規
）   

４
５
０
万
円

　
新
規
就
農
者
や
集
落
営
農
組
織
な

ど
の
経
営
体
に
農
業
用
機
械
や
農
地

整
備
な
ど
に
融
資
主
体
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

●
県
営
農
地
環
境
整
備
事
業　

総
事
業
費
２
，
６
２
０
万
円

う
ち
村
負
担
分
３
９
９
万
円

　
掛
地
区
の
区
画
整
理
・
用
排
水
路

の
整
備
を
県
営
事
業
で
行
い
ま
す
。

●
施
業
放
置
林
整
備
事
業

２
，
８
１
６
万
円

　
適
切
な
施
行
が
さ
れ
て
い
な
い
山

林
の
間
伐
・
整
理
を
行
い
、
災
害
防

止
や
山
林
の
多
面
的
機
能
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

●
曽
爾
高
原
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関

連
事
業　
　
　
　

   

５
０
６
万
円

　
曽
爾
高
原
の
ス
ス
キ
の
生
育
悪
化

の
原
因
を
調
査
し
、
再
生
に
向
け
た

取
組
を
行
い
ま
す
。

●
観
光
施
設
長
寿
命
化
事
業

１
０
，
５
２
２
万
円

　
老
朽
化
し
た
観
光
施
設
（
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
曽
爾
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

曽
爾
）
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、

修
繕
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
曽
爾
村
元
気
推
進
事
業

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

１
２
，
７
０
０
万
円

　
ふ
る
さ
と
曽
爾
村
を
元
気
に
す
る

た
め
、
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
寄
付
金
を
募
り
、
村
の
活
性

化
の
た
め
の
財
源
と
し
ま
す
。

 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
推
進

●
緊
急
時
高
齢
者
等
在
宅
支
援
事
業

１
０
０
万
円

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
居

宅
に
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
、
緊

急
事
態
の
発
生
時
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
在
宅
生
活
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
ケ
ア
ハ
ウ
ス
改
修
事
業

４
，
５
０
９
万
円

　
経
年
劣
化
し
た
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
長

寿
命
化
を
図
る
た
め
、
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

●
健
康
ア
プ
リ
実
証
実
験
事
業
（
新

規
）　
　
　
　
　
　

   

１
６
万
円

　
村
民
の
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
、

若
い
世
代
を
中
心
に
健
康
管
理
ア
プ

リ
を
利
用
し
、
健
康
意
識
を
高
め
ま

す
。

 

生
活
基
盤
と
防
災
体
制
の
整
備

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
光
化
促
進
事
業
（
新
規
）

総
事
業
費
１
８
，
９
０
９
万
円

う
ち
村
負
担
分
９
，
４
５
５
万
円

　
今
後
の
情
報
化
社
会
に
適
応
す
る

た
め
、
光
回
線
を
用
い
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
行
い
ま
す
。

●
地
籍
調
査
事
業

２
，
９
０
０
万
円

　
正
確
な
地
籍
簿
と
地
積
図
を
整
備

す
る
た
め
地
籍
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
本
年
度
は
大
字
塩
井
地
内
を
中

心
に
調
査
し
ま
す
。

●
地
域
防
災
計
画
更
新
事
業
（
新

規
）
　
　
　
　
　   

５
０
０
万
円

　
現
行
の
防
災
計
画
を
大
き
く
見
直

し
、
具
体
化
す
る
こ
と
で
、
今
後
起

こ
り
う
る
大
規
模
災
害
に
備
え
ま

す
。

●
生
活
基
盤
近
代
化
事
業

５
，
４
２
５
万
円

　
生
活
基
盤
近
代
化
事
業
に
よ
り
、

計
画
的
に
簡
易
水
道
の
老
朽
管
の
布

設
替
工
事
を
行
い
ま
す
。

 

ひ
と
づ
く
り

●
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費
助
成
事

業　
　
　
　
　
　

   

１
９
０
万
円

　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
医
療
費

の
一
部
負
担
金
に
対
し
て
全
額
助
成

を
行
い
ま
す
。

●
小
中
一
貫
教
育
施
設
一
体
化
整
備

事
業　
　

   

７
０
，
２
５
８
万
円

　
施
設
一
体
型
一
貫
校
を
設
置
運
営

す
る
た
め
、
曽
爾
中
学
校
施
設
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

 

伝
統
・
歴
史
文
化
の
継
承

●
村
制
施
行
１
３
０
年
記
念
事
業

（
新
規
）　
　
　
　
　
２
４
０
万
円

　
村
政
施
行
１
３
０
年
を
迎
え
、
先

人
の
功
績
に
想
い
を
よ
せ
、
記
念
式

典
を
行
い
ま
す
。

 

定
住
促
進

●
若
者
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
整
備
事

業　
　
　

   

１
１
，
８
０
０
万
円

　
新
た
な
若
者
住
宅
を
整
備
す
る
た

め
、
住
宅
建
設
を
行
い
ま
す
。

一
般
会
計
施
策
別
主
要
事
業
一
覧
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◎一般会計歳入（前年度比較）
・地方交付税（6,300万円増）
　大規模事業に伴う過疎対策事業債等

の交付額の増加により増収
・村債（5億1,730万円増）
　小中一貫教育施設一体化整備事業

費、ケーブルテレビ等ネットワーク光回
線整備事業費等の増加により増収
・繰入金（2億640万円増）

小中一貫教育施設一体化整備事業、
観光施設長寿命化事業等に充当する
基金繰入額の増加により増収
・国庫支出金（5,696万円増）

学校教育施設整備等事業費、若者住
宅促進賃貸住宅整備事業等の増加に
より増収
・県支出金（４１万円減）

施業放置林整備事業委託金等の減少
により減収

◎一般会計歳出（前年度比較）
・教育費（6億5,318万円増）

小中一貫教育施設一体化事業費等に
より増加
・総務費（1,605万円増）

ケーブルテレビ等ネットワーク光化促
進事業、若者定住促進賃貸住宅整備
事業費等により増加
・民生費（706万円増）

ケアハウス改修事業費、介護保険特別
会計繰出金等により増加
・農林商工費（8,700万円増）
　観光施設長寿命化事業費、新規就農

者確保事業費等により増加
・公債費（2,993万円減）

義務教育施設整備事業債及び施設整
備事業債等の元利償還金により減少
・土木費（7,447万円減）
　村道小長尾線改良及び橋りょう長寿

化事業費等により減少
・消防費（3万円減）

全国瞬時警報システム改修事業等に
より減少

地方交付税
９億２，１３０万円
３１．８％

補助費等
２億７，９２７万円 ９．６％

国庫支出金
２億７，８２１万円
９．６％

繰入金
４億８３６万円
１４．１％

国庫支出金
２億７，８２１万円
９．６％

一般会計歳入
目的別予算額

一般会計歳出
目的別予算額

一般会計歳出
性質別予算額

村税
１億７９８万円 ３．７％

繰越金
　５，５００万円 １．９％

寄附金
１億２，３７１万円 ４．３％

消防費 １億１，６７７万円 ４．０％

公債費 ２億１，９６１万円
７．６％

民生費
３億６，５６５万円

１２．６％

農林商工費
３億２，３６５万円

１１．２％

土木費
１億９，０６７万円 ６．６％

公債費 ２億１，９６１万円
７．６％

総務費
７億２，５４７万円
２５．０％

民生費
３億６，５６５万円

１２．６％

教育費
７億９，３８７万円
２７．４％

農林商工費
３億２，３６５万円

１１．２％

衛生費 １億１，６７１万円 ４．０％
議会費 ３，９１０万円 １．３％

予備費 ９００万円 ０．３％

諸収入
４，０２２万円 １．４％

繰入金
４億８３６万円
１４．１％

各種交付金 ２，７７０万円
０．９％
地方譲与税 ２，７３０万円
０．９％
その他 １，７２４万円 ０．６％

村債
７億６，１２０万円
２６．２％

県支出金
１億３，２２８万円

４．６％

投資的経費
１２億２，８０７万円
　４２．４％

義務的経費
７億５，２１８万円

２５．９％

物件費
４億１，４９１万円

１４．３％

投資的経費
１２億２，８０７万円
　４２．４％

義務的経費
７億５，２１８万円

２５．９％

物件費
４億１，４９１万円

１４．３％

繰出金 １億７，３２０万円 ６．０％ その他 １，９９６万円 ０．７％
積立金 ３，２９１万円 １．１％

土木費
１億９，０６７万円 ６．６％

平成31年度の予算総額は37億5,420万円(前年度比6億6,340万円の増)となります。
うち、一般会計は29億0,050万円(前年度比6億7,000万円の増)となります。
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３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
１
名
の
議
員

か
ら
３
つ
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
の
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
木
治
正
人
議
員

問
い　
①
平
成
31
年
度
施
政
方
針
・
予
算
案
に

つ
い
て

　
平
成
31
年
度
施
政
方
針
・
予
算
案
は
、「
住

み
続
け
た
い
故
郷
曽
爾
村
、
小
さ
く
と
も
光
り

輝
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、
ぬ
る
べ
の
郷
曽
爾
村
」

を
目
指
す
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
事
業
化
す
る

も
の
で
、
小
中
一
貫
校
の
開
設
・
光
ケ
ー
ブ
ル

化
等
の
新
規
事
業
と
施
設
の
維
持
管
理
の
事
業

を
主
体
と
す
る
一
般
会
計
予
算
２
９
億
５
０
万

円
・
特
別
会
計
予
算
８
億
５
，
３
７
０
万
円
の

総
額
37
億
５
，
４
２
０
万
円
、
対
前
年
度
比

６
億
６
，
３
４
０
万
円
の
増
額
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
新
規
事
業
の
取
り
組
み
に
は
強
い
意
気

込
み
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
総

額
37
億
円
を
超
え
る
最
近
に
な
い
多
額
の
予
算

計
上
で
す
。

　
住
み
続
け
た
い
故
郷
曽
爾
村
の
た
め
村
内
を

俯
瞰
的
に
眺
め
、
必
要
不
可
欠
な
予
算
で
あ

る
の
か
。
も
う
少
し
抑
え
た
予
算
化
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
。
改
め
て
、
村
づ
く
り
の
構
想
と

熱
意
、今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

村
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

 

答
弁
　
①
（
芝
田
村
長
）

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

29
億
50
万
円
で
対
前
年
度
比
、
６
億
７
，

０
０
０
万
円
の
増
額
予
算
で
す
。
そ
の
要
因

は
、
小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
義
務
教
育
学
校
開

設
に
伴
う
学
校
整
備
や
若
者
定
住
促
進
住
宅
の

建
設
、
光
ケ
ー
ブ
ル
化
事
業
、
村
施
設
の
大
規

模
修
繕
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
、
村
の
将
来
を
考

え
、村
を
維
持
し
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

必
要
不
可
欠
な
事
業
で
す
。
ま
た
、
そ
の
財
源

と
し
て
は
、
国
や
県
の
補
助
金
、
有
利
な
過
疎

対
策
事
業
債
、
そ
の
他
、
基
金
を
取
り
崩
し
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
基
礎
的
な
財
政
収
支
を
保
ち
な
が

ら
、
平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
た
曽
爾
村
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
よ
り
、公
共
建
築
物
、

道
路
や
橋
梁
、
簡
易
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
な

ど
、
公
共
施
設
等
の
更
新
、
統
廃
合
、
長
寿
命

化
等
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、

近
い
将
来
に
予
想
さ
れ
る
事
業
を
的
確
に
見
定

め
、
随
時
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

財
政
の
点
検
、
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
財
政
の

健
全
化
、
安
定
化
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い　
②
村
制
１
３
０
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
記
念
事
業
の
式
典
費
用
並
び
に
イ
ベ
ン
ト
費

用
と
し
て
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
展
示
、

夏
祭
り
に
同
時
進
行
さ
れ
る
花
火
費
用
の
補
助

金
等
、
２
３
９
万
５
，
０
０
０
円
の
予
算
を
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前
よ
り
提
案
し
て
い

ま
す
「
名
誉
村
民
故
萩
原
四
郎
翁
の
名
作
、
夕

陽
の
丘
の
歌
碑
設
置
」
を
本
事
業
へ
追
加
提
案

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
記
念
事
業
と
し
て
の
予
算
化
も
含
め
、
取
り

組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
は
ど

う
か
。

 

答
弁　
②
（
芝
田
村
長
）

　
本
年
は
、
明
治
22
年
に
曽
爾
村
が
誕
生
し
て

か
ら
、
１
３
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の

年
で
す
。
先
人
達
の
ご
努
力
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
村
の
歴
史
や
文
化
を
心
に
留
め
な
が
ら

１
３
０
年
の
意
義
を
全
村
民
で
祝
賀
し
、
次
の

１
５
０
年
、
２
０
０
年
先
の
時
代
に
向
け
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
記
念
式
典
や

祝
賀
行
事
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
名
誉
村
民
故
萩
原
四
郎
氏
の
歌
碑
の

設
置
や
、
名
誉
村
民
の
故
松
田
治
男
氏
の
碑
の

設
置
も
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
な
計
画
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
検
討

委
員
会
や
実
行
委
員
会
を
設
置
し
協
議
し
な
が

ら
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い　
③
避
難
所
の
整
備
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度
予
算
に
お
い
て
、
備
品
等
の
整

備
は
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
旧
下
曽
爾
小

学
校
体
育
館
の
設
備
に
不
備
が
あ
り
、
特
に
ト

イ
レ
の
整
備
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
安
全
安
心
の
村
づ
く
り
の
対
策
と
し
て
整
備

を
検
討
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
今
後
、
予
算
化
す

る
計
画
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

 

答
弁
　
③
（
芝
田
村
長
）

　
平
成
29
年
12
月
に
防
災
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
さ

れ
、
避
難
所
で
必
要
な
備
蓄
品
や
資
機
材
等
を

計
画
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所

に
つ
い
て
も
、
昨
年
の
台
風
に
よ
る
経
験
、
実

態
を
検
証
し
な
が
ら
、
避
難
さ
れ
る
方
に
不
都

合
が
な
い
よ
う
、
順
次
、
計
画
的
に
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
所
の
旧
下
曽
爾
小
学
校
体
育
館
の
ト
イ

レ
整
備
に
つ
い
て
は
、
仮
設
ト
イ
レ
を
レ
ン

タ
ル
で
設
置
す
る
計
画
で
予
算
計
上
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
体
育
館
の
有
効
活
用
等
も
含
め
、

ト
イ
レ
の
設
置
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
再
度
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。。

 

■
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

　

本
会
議
や
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
は
一

般
に
公
開
さ
れ
、
個
人
で
も
団
体
で
も
自
由
に

傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
、
議
会
活
動
に
触
れ

る
最
も
身
近
な
方
法
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
自

分
の
選
ん
だ
議
員
の
活
動
や
村
政
の
方
針
な
ど

を
実
地
に
見
聞
で
き
る
議
会
の
傍
聴
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
会
議
当
日
に
議
場
傍

聴
席
入
り
口
に
あ
る
傍
聴
人
受
付
簿
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で

傍
聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

次
回
定
例
会
は
、
６
月
で
す
。
な
お
、
議
会

日
程
等
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

3
月
定
例
会
一
般
質
問

問
い

問
い

答
弁

議
会
だ
よ
り

■
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

問
い

答
弁

答
弁
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　義務教育学校は、学校教育法第１条に定められた学校で、小学校と中学校を一つにした9年間の一貫
した教育を行う学校です。一人の校長の下、小・中学校の教職員が一体となって、9年間の目標を共有し
て、系統的な教育活動を行います。
　曽爾村では、平成28年度より「小中一貫教育校」の基盤づくりを進め、平成30年4月より施設分離型
の小中一貫校としてスタートしました。本年夏休みからは、校舎の改装･改修に入り、２学期からは、小学
校校舎での一体型運営をスタートします。そして、令和2年（2020年）4月より中学校校舎での施設一体
型義務教育学校『曽爾村立曽爾小中学校』として開校します。

「義務教育学校」では、次のようなの教育を目指します。
 （昨年度の５月号に引き続き、説明致します。）

１　幅広い年齢の集団での豊かな人間関係づくり
①6歳から15歳までの児童生徒が合同で学習したり、活動したりすることで、学校における社会性を

高め、望ましい人間関係をつくることができます。
②中学生は小学生に対して常に手本となる行動を意識し、小学生は近い将来のモデルとして、中学

生の姿に近づいていこうとする行動が見られるようになってきます。

２　系統的なカリキュラムによる効率的な学習
①各教科ごとの9年間を見通したカリキュラム編成で指導内容を整理し、重点化したり繰り返し学習

を行ったりすることで、児童生徒に確かな学力を身に付けることができます。
②「総合的な学習の時間」＝「かがやき」や「ふるさとタイム」を曽爾村の特色を生かした、小中学校

共通の教科として学習できます。
③小学校１年生から英語活動・英語教育をカリキュラムに位置づけて学習できます。

３　小中一貫した生徒指導・学習規律
①児童生徒の情報を小中学校の先生が共有し、きめ細やかな指導に生かします。
②9年間を通して、一人一人に応じた継続的な生徒指導ができます。
③小学校の先生が、中学生に引き続きかかわっていくことができます。
④小中学生が同じルールで学習規律を身に付け、学び続ける意欲や学びに向かう力を伸ばすことが

できます。

４　小中学校の教員が協働で取り組む分かる授業
①一人の校長の下、一つの教職員集団として、9年間の子どもの育ちを見守ります。
②小中学校の教員それぞれの専門性を生かし、協働して授業を行うことで、きめ細やかで専門性を

生かした教育効果の高い指導を行うことができます。
③小学校高学年からの部分的教科担任制が、導入しやすくなります。
④合同行事や合同学習に、小中学校の教員が共に指導に関わり、多様な形態での授業展開が可能

になります。

本年2学期から
施設一体型小中一貫教育校 バージョンアップ

令和2年4月から
「義務教育学校」
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平成30年度　乗り入れ授業や交流学習、部活動体験の様子
　乗り入れ授業（中学校教員が小学校教員と一緒に小学生を指導）は、体育、図画工作、音楽、
外国語活動の各教科で、1年生から6年生までの全学年で実施しました。3・4年生は第3金曜日、
5年生は第2金曜日、6年生は第1木曜日に午後から中学校へ登校して授業を受けました。登校しな
い曜日は、中学校の先生が小学校に来て授業を行いました。1・2年生は、毎週木曜日に中学校の
先生が、小学校で体育の授業を行いました。

1・2年生体育

5年生図画工作

卓球部

理科（体のつくり）

小学生の部活動体験

中学校登校での授業や交流学習の様子

3・4年生体育

バレーボール部

交流学習（職業体験報告）

3・4年生音楽

6年生外国語活動

音楽部

国語（漢字のつくり）

 「絵を描くと
きのポイント
は…？」と中学
校教員の専門
性を生かした
指導を行って
います。

　中学校教員が
指導することで、
小学校の外国語
活動から、中学
校の英語教育へ
の接続が、容易
になります。
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曽爾村小中一貫教育推進協議会と地域の方々を交えた保護者説明会等の概要

曽爾村小中一貫教育推進協議会・保護者説明会等

平成30年5月14日（月）
・天川村立天川小学校中学校訪問
  教育委員、小中学校の校長と教育委員会事務
局が参加し、小中一体型校舎の施設設備の見
学を行い、使用状況等の知見を深めました。

平成30年6月14日（木）
・第５回曽爾村小中一貫教育推進協議会
　教育委員会から平成２９年度の小中学校の
取組状況について説明しました。小中学校か
ら平成３０年度の乗り入れ授業や合同行事
などの取組計画について説明しました。ま
た、小学校の改装設計と中学校の改修設計の
（案）について説明し協議を行った後、小学
校校舎の施設見学を実施しました。

平成30年7月9日（月）
・津市教育委員会訪問
　教育委員会事務局で津市教育委員会を訪問
し、義務教育学校設置の経緯と運営について説
明を受けました。

平成30年9月13日（木）
・津市立「みさとの丘学園」訪問
　三重県初の義務教育学校として、平成29
年度に開校した「みさとの丘学園」を教育委
員、事務局で訪問し、学習参観や施設を見学
しました。

平成30年11月13日（火）
・津市立「みさとの丘学園」訪問
　小・中学校の教職員で、学校の施設設備を
見学し、児童生徒の学習も参観しました。そ
の後、校長･教頭から義務教育学校としての
運営の効果や開校後の課題について説明を受
け、本村の義務教育学校開校に向けて、たく
さんの示唆を頂きました。

平成31年2月18日（月）
・第6回曽爾村小中一貫教育推進協議会
　学校から平成30年度の小中学校の小中一貫
教育の取組と、平成31年度の取組計画を説
明しました。教育委員会から小学校校舎の改
装、中学校校舎の改修の設計について説明し
ました。また、小中一貫教育校を『義務教育
学校』として運営することを報告しました。

平成30年7月13日（金）
・第４回保護者説明会
　保育園と小中学校の保護者の皆さんに、施
設一体型小中一貫教育の今後の推進計画を説
明しました。また、小学校の改装設計と中学
校の改修設計の（案）についても説明しまし
た。その後、子どもたちが、夢と希望を持っ
て通える校舎となるよう様々な要望を頂きま
した。また、校時や活動場所等の学校運営や
児童生徒の活動についてたくさんの質問を頂
き、お答えしました。

平成30年7月26日（木）
・教育委員会と連合ＰＴＡの教育懇談会
　小中学校のＰＴＡ役員の皆さんに、小学校
改装と中学校改修の計画について説明しまし
た。また、学童保育の場所やスクールバスの
運行、小学校の駐車場や中学生のクラブ活動
等に係わっての意見交換を行いました。

平成30年8月21日（火）
・連合ＰＴＡ役員会との懇談会
　小中学校校舎の改装と改修に関する再度の
疑問についてお答えしました。小中一貫教育
校を義務教育学校として運営する事について
説明しました。

平成30年9月26日（水）
・第5回保護者説明会
　小学校の改装と中学校の改修の計画につい
て、第４回保護者説明会での説明の補足や修
正点を説明しました。その後学童保育の場所
やスクールバスの運行、小学校の駐車場、中
学生のクラブ活動等について意見交換を行い
ました。また、小中一貫教育校を義務教育学
校として運営する事について説明しました。

◆今後の日程
○本年夏休みから、小学校校舎の改装と中学

校校舎の改修工事を始めます。
○2学期から改修済み小学校校舎で、小中学生

が共に学びます。
○令和2年4月から、中学校校舎で施設一体型

義務教育学校・『曽爾村立曽爾小中学校』
が開校します。
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『地区(小場)別懇談会』で話し合われた内容と課題
曽爾村人権教育推進協議会

育てよう　一人ひとりの人権意識について
○個々に気をつけ、真に差別がない社会を目指していく。
○人口減少、高齢化の中で世代間交流がなくなってきている。顔の見える関係づくり、お互いの思いや

りが芽生える村づくりに取り組む。
○いろいろな課題に対しては、とにかく話し合いの場をもつことが大切である。また、話しやすい場を

作って、意見や提案しやすい環境をつくることが大切である。

地域の風習・慣習について
○風習・慣習について具合の悪いことは、速やかに改善して無理のないように続けて行くこと。
○祭りでのごく作りについて、餅やお菓子に変えていってみてもいいかも知れない。

地域防災について
○曽爾村一斉の防災訓練が行われたが、参加していない世帯を十分に確認することなく終わったの

で、今後は確認する時間を十分に確保するような日程を組んでほしい。
○自分が住んでいる場所にどういったリスクがあるのか日頃から関心を持つように心がける。
○独居高齢者や高齢世帯、要支援者の避難を支援する仕組みについて話し合いたい。
○人口が減少する中で防犯上、玄関の鍵をかける家が多くなっている。台風等で安否確認が大変なの

でインターホンがあればと思う。

地域における高齢者問題について
○高齢化や一人暮らしの世帯が増加しているため、今後河川清掃等が厳しくなってくる。業者等に頼む

のもいいのではないか。
○村で高齢者とその家族が孤立しないように普段から声をかけ合う。
○近所で高齢者の変化に気づいたら相談する。
○村での高齢化が進み、行事ごとなどでも活気がなくなってきている。活気づけていきたい。
○組内で情報を共有し、積極的に困っている事がないか、声掛けを心かける様にしていく。
○一人暮らしの方が増えているので安否確認が必要となってくる。
○高齢者の家庭が増えたことで、農地の管理がままならぬようになってきている。
○住民が高齢化して、組の役・神社・寺の役員になる人が少なく、集落の維持が難しくなっている。
○高齢化が進み、自治会の行事等について、今後できるだけ簡素化していくべきである。

まち・むらづくりについて
○いろいろな課題等については、とにかく話し合いの場をまず持つことが必要である。
○誰もが安心して暮らせる村づくりのために、日頃から顔の見える関係をつくる。いざという時に地域の

人たちが協力して行動できるように、訓練等を実施してはどうか。
○内費について、等級割りを考え直してもらいたい。
○例祭を続けていくために、各小場の意見を持ち寄って、統一の方向性を打ち出す。葬祭についても同

じようにしてはどうか。

その他
○地域おこし協力隊について、どのようなことをしているのか詳しく知りたい。また、どのような成果が

出ているのか。
○将来、車を運転できなくなった時の日常生活はどうやっていくべきなのか。
○美しい景観を守るために、桜の木の下の草刈りと消毒をこれからも行っていく。
○特殊詐欺に関して曽爾広報や駐在所広報で何度も啓発していただく必要がある。

今後、取り上げてほしいテーマ
○活気とぬくもりのある村づくり、地域づくりについて
○高齢者の移動手段の確保について
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☆みんなの大好きなおやつの時間☆

☆手洗いも上手にできるよ☆

♪ままごとあそび♪ ☆給食おいしいね☆

☆みんなでおえかき☆

☆お昼寝タイム☆ ☆ボールプール楽しいな☆

☆うさぎぐみ（1歳児）1名・きりんぐみ（2歳児）5名☆

☆ うさぎ・
　 きりんぐみさん

　の様子を
　　紹介します ☆

日時・場所　第1回　6月 1 日（土） 午後2時～4時　　御杖村土屋原体育館
　　　　　　第2回　6月15日（土） 午後2時～4時　　桜井市芝運動公園運動場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雨天の場合は、桜井市民体育館）
参加対象者　4歳～小学生（サッカー経験・性別は不問）
定員　第1回 30名　第2回 70名 （先着順）　　　参加費　無料
持ち物　運動靴（金属スパイク不可）、タオル、飲物。
　　　　※サッカーボールは主催者で準備しますが、マイボールを持参可。
　　　　※雨天の場合は、上履きをご持参ください。
申込方法　開催日の5日前までに参加申込書（HP参照）をFAX・郵送または持参してください。
お問い合わせ   桜井宇陀広域連合　サッカー教室係へ
　　　　　　　☎0744-47-7077　 FAX0744-47-7078　 e-mail : info@sakurai-uda.or.jp

スポーツ振興くじ（toto）助成事業　
令和元年度 桜井宇陀サッカー教室の開催について
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☆周囲の人に迷惑をかけることなく、いじめたり捨てたりしないで愛情と責任を持って飼いましょう。
☆犬はつないで飼いましょう。
☆犬の登録は、１匹ごとに登録となります。新しい犬を飼われるときは、新たに登録が必要です。
☆また、犬が死亡したり、飼い主や飼い主の住所が変わった場合でも届出が必要です。
☆上記の登録や届出は、役場住民生活課で受付けております。
☆狂犬病予防注射は毎年１回受けなければなりません。
○犬の登録をされている方には、ハガキ「狂

犬病予防注射のお知らせ」を4月中に郵送
にてお送りしております。当日は必ずハガキ
と集合注射料金3,200円をご持参のうえ、
最寄りの会場へお越しください。

○犬の登録をされている方でハガキが届かなかった場合は、役場までご連絡ください。
○犬の登録がお済みでない方も集合注射を受けることができますが、注射前に犬の登録が必要となり、

集合注射料金とは別に登録料3,000円が必要となります。。
お問い合わせ　曽爾村役場住民生活課　☎94-2102

 犬を飼われている皆様へ

実施日

5月10日㈮
９：００～　９：４５
１０：００～１０：４５
１１：００～１１：４５

曽爾ふれあいセンター前
曽爾村役場前
旧下曽爾小学校体育館駐車場

時　　間 実　施　場　所
令和元年度狂犬病予防集合注射 日程

　この運動は全国的に山林等の火災が多発し、火入れや入山者の増
加等が見込まれることから、室生赤目青山国定公園をはじめとする
貴重な山林を火災から保護し、山林関係者及び管内住民等に対して
火災予防思想のより一層の普及を図ることを目的として活動します。

重点項目
①たき火等の防火指導および条例届出

の徹底
②林野周辺住民、入山者などへの火災予

防広報活動
③車両による防火パトロールの実施

　火災とまぎらわしい煙
または火炎を発するお
それのある行為を実施
する場合は宇陀消防署 
東分署へ届出を行って
下さい。

奈良県広域消防組合 宇陀消防署 予防課　☎0745-82-3199

「忘れない  豊かな森と  火の怖さ」
「平成31年山火事予防全国統一標語」

山火事予防運動
４月27日（土）から５月6日（月）まで

お願い
「平成31年山火事予防ポスター」
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特定健診
（血液検査・診察・尿検査・心電図等）

胃がん（バリウムによるX線撮影）

肺がん（X線撮影）
＊結核検査含む

大腸がん（便潜血検査）
前立腺がん（血液検査）
肝炎ウィルス（血液検査）

40歳以上の国保加入者、または、後期
高齢者、協会けんぽの家族＊
35歳以上の方

40歳以上の方

35歳以上の方

50歳以上の方

40歳以上の男性
40歳以上の方（今まで受けたことのない方）

20歳以上の女性（昨年受けていない方）

40歳以上の女性
（昨年受けていない方）

日程：7月11日（木）
　　 　　 12日（金）
　　 　　 13日（土）
　　 　　 16日（火）
受付時間 ：
　午前８時45分～
　　　　11時00分
場所 ：
　老人福祉センター

日程：5月31日（金）
　　　6月  1日（土）
受付時間：
　午後1時～3時30分
場所：老人福祉センター

日程：8月1日～
場所：指定医療機関

検診項目 対象年齢

500円

500円

喀痰500円
300円

300円
600円
400円

子宮頸がん（診察・細胞診）

乳がん検診（マンモグラフィ）

600円

40～49歳 1,500円
50歳以上 1,000円

胃がん検診
（内視鏡） 3,000円

実施日・場所健診費用

＊協会けんぽの家族の方は、協会けんぽ奈良支部へお申し込み下さい。
○申し込みをされた方には、各検診の約２週間前に受診日の案内と問診票等を送付しますので、必ず中を

ご確認下さい。
○個別健診（特定健診・乳がん・子宮がん）を申し込まれた方には、7月中に受診票を送付しますので８月以

降に医療機関で受診して下さい。
申込みがまだの方は、お近くの保健推進員さんまたは保健福祉課へ申込用紙を提出して下さい

                                         お問い合わせ　曽爾村役場保健福祉課　☎94-2103

 令和元年 特定健診・がん検診のお知らせ  

〜〜　コンビニ納付が利用できます　〜〜
　金融機関、コンビニエンスストアまたは役場出納室で、5月31日（口座振替日：5月31日）までにお納め
ください。納期限を過ぎると延滞金が加算され、滞納処分（財産の差押え等）の対象となります。
◎軽自動車税

　軽自動車税は、毎年4月1日現在で、バイクや軽自動車などの所有者に課税されます。
　廃車、名義変更（譲渡）、買替え（車台変更）や住所変更などがありましたら、速やかに手続きを行っ
てください。
◎固定資産税

　納税通知書には、課税標準額、税額、納期、各納期における納付額、納付の場所のほか、納期限ま
でに納付しなかった場合の取り扱いや納税通知書の内容に不服がある場合の救済方法などを記載し
ています。内容を確認して大切に保管してください。
　固定資産税を納める方は、毎年１月１日（賦課期日）現在において、村内に土地・家屋・償却資産を所
有している方です。
　○次の項目に該当する場合は、速やかに手続きをお願いします。
　　１．村内に固定資産を所有しているが、村内に住所を有しなくなった場合
　　２．納税義務者が亡くなった場合
　　３．建物を取壊したり、新・増築または用途を変更したりした場合

　昨年度より、曽爾村で課税される税金（個人村県民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税、国民
健康保険税）は、コンビニで納付することができます（使用できる店舗は、納付書の裏面に記載しており
ます）。是非ご利用ください。

                                         お問い合わせ　曽爾村役場住民生活課　☎94-2102

 ５月は軽自動車税・固定資産税第1期分の納期です



14

　

奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
で

は
、
障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
や
教
育

に
つ
い
て
の
教
育
相
談
並
び
に
体
験

学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

［
教
育
相
談
］

︿
小
学
部
﹀

実
施
日　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日　

10
時
～
11
時
30
分
（
個
別
の
体
験

含
む
）

　
月
曜
日
、
金
曜
日　
13
時
30
分
～

15
時
（
相
談
の
み
）

︿
中
学
部
﹀

実
施
日　
毎
週
火
曜
日
、
木
曜
日
、

金
曜
日　
９
時
40
分
～
12
時

︿
高
等
部
﹀

実
施
日　
月
曜
日
～
金
曜
日　
９
時

40
分
～
11
時
40
分
（
個
別
に
随
時

実
施
）

［
学
校
見
学
会
］

︿
小
学
部
﹀

実
施
日　
５
月
16
日
（
木
）　
９
時

　

平
成
30
年
度
か
ら
交
付
金
の
対

象
と
な
る
の
は
「
米
粉
用
米
」
等

の
新
規
需
要
米
の
み
と
な
り
ま
し

た
。

　

水
稲
共
済
細
目
書
で
米
粉
用
米

の
生
産
が
確
認
で
き
た
方
に
「
経

営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金
交
付

申
請
書
」
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
に
「
米
粉

用
米
」
を
出
荷
さ
れ
て
い
た
方
に

つ
い
て
は
、「
経
営
所
得
安
定
対
策

等
交
付
金
交
付
申
請
書
」
は
農
業

共
済
支
部
長
を
通
じ
て
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

保
険
等　
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
・

厚
生
年
金
有
り

休
日　
土
・
日
・
祝
日

採
用
人
数　
１
人 

学
歴　
高
卒
以
上

そ
の
他
の
条
件　

パ
ソ
コ
ン
（
エ

ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
等
）
の
で
き

る
方
、
要
普
通
自
動
車
運
転
免

許
備
考　

勤
務
日
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。 

応
募
方
法　

令
和
元
年
５
月
17
日

　
17
時
ま
で
に
履
歴
書
を
郵
送

又
は
持
参
に
て
曽
爾
村
教
育
委

員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
提
出
し
た
書
類
は
返
却
致
し
ま

せ
ん
。）

選
考
方
法　

面
接
に
よ
る
（
面
接

の
日
程
は
申
し
込
み
後
調
整
し

ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ

　
曽
爾
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　
☎
９
４-

２
１
０
４（
内
線
２
７
１
）

業
務
内
容　

一
般
事
務(

曽
爾
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

雇
用
形
態　
事
務
嘱
託

雇
用
期
間　

令
和
元
年
６
月
１
日

～
２
年
３
月
31
日　

※
勤
務
成

績
等
良
好
な
場
合
に
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
齢　
お
お
む
ね
60
歳
ま
で
の
方

就
業
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

８
時
30
～
17
時
15
分
（
休
憩

時
間
１
時
間
）

給
料　
１
４
４
，
１
０
０
円
～

　
（
職
歴
加
算
あ
り
）

手
当　

賞
与
年
２
回
・
通
勤
手
当

有
り
（
片
道
２
㎞
以
上
の
場
合
）

50
分
～
11
時
40
分

︿
中
学
部
﹀

実
施
日　
６
月
５
日
（
水
）　
９
時

30
分
～
11
時
40
分
（
小
５
ま
で
対

象
）

︿
高
等
部
﹀

実
施
日　
11
月
21
日
（
木
）
10
時
～

11
時
40
分
（
中
１・２
年
生
対
象
）

［
体
験
学
習
］

︿
小
学
部
﹀

実
施
日　
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
前

中
（
個
別
に
随
時
実
施
）

︿
中
学
部
﹀

実
施
日　
火
曜
日
、
木
曜
日
、
金
曜

日
（
個
別
に
随
時
実
施
）

︿
高
等
部
﹀

　
個
別
の
教
育
相
談
後
、
随
時
実
施

※
い
ず
れ
も
、
電
話
で
の
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
教
育
相
談

に
つ
い
て
は
、
他
の
曜
日
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校

　
奈
良
県
天
理
市
庵
治
町
３
５
８-

１

　
☎
０
７
４
３-

６
４-

３
０
８
１

（
窓
口　
各
学
部
主
事
）

　

水
稲
共
済
細
目
書
に
米
粉
用
米

の
作
付
を
記
載
し
て
い
な
か
っ
た

方
で
米
粉
用
米
の
作
付
を
検
討
し

て
い
る
方
は
、
５
月
20
日
ま
で
に

地
域
建
設
課
（
☎
９
４-

２
１
０
５ 

内
線
２
６
６
）
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
の
教
育
相
談

並
び
に
体
験
学
習
に
つ
い
て

米
生
産
者
の

皆
様
へ

曽
爾
村
嘱
託
職
員
の

募
集
に
つ
い
て
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平成31年4月1日付け人事異動
異　動　先氏　　名

曽爾小学校

転入
転入

教頭　 細田  智子
教諭　 竹内  有香

川西町立川西小学校
桜井市立三輪小学校

前　任　校
桜井市立纏向小学校長

桜井市立桜井小学校

転　出　先
転出
退職
転出

教頭　 堀川  一郎
講師　 米川  孝子
講師　 奥村  美里

転入
転入
転入

校長　 吉田  昌功
教諭　 佐々  直信
養護講師  西谷  愛子

橿原市立今井小学校長
奈良市立若草中学校
桜井市立三輪小学校

前　任　校
広陵町立広陵北小学校長
下市町立下市中学校
三重県津市幼稚園

転　出　先
転出
転出
転出

校長　 中山  眞一
教諭　 藤田  昌弘
養護講師  川合  愛美

曽爾中学校

旧　所　属
副村長
住民生活課長
国民健康保険診療所事務長　課長
保健福祉課長兼老人福祉センター所長
地域建設課長
会計管理者
曽爾村教育委員会事務局主幹
住民生活課長補佐
保健福祉課長補佐
企画課長補佐
企画課長補佐
総務課長補佐
地域建設課長補佐
桜井宇陀広域連合派遣
保健福祉課
地域建設課
住民生活課
住民生活課
地域建設課

副村長　老人福祉センター所長事務取扱
地域建設課長
国民健康保険診療所事務長　課長心得
総務課長補佐
企画課長補佐
住民生活課長補佐
企画課長補佐
会計管理者
保健福祉課長心得
住民生活課
地域建設課
住民生活課
地域建設課
企画課
総務課
保健福祉課
地域建設課
教育委員会事務局
教育委員会事務局

德田　　守
中川　　洋
井上　一美
上田　吉宣
森澤　英之
中西　　実
礒野　耕一
細谷　苗織
椿根　純子
礒野　千章
吉田　雅典
平畠　一史
谷口　勝昭
椿井雄一郎
葛原　由惠
岡本　大樹
田合　勇貴
會田　信也
香束　有人

配　属　先氏　　名
地域建設課
教育委員会事務局
企画課

西森　一貴
平　　夏苗
中西　侑哉

氏　　名
宇山　修二
宇山　充志
石田　若菜

新規採用 平成31年4月1日付け新規採用 退職者 平成31年3月31日付け退職
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善　　意　　銀　　行
山浦　康二さんより
 亡父　義雄さんの生前のご厚情に対し金一封

尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございました。

ご結婚おめでとうございます
4月13日　大字伊賀見　　木　治　陽　亮 さん
　　　　　三重県名張市　藤　本　江　美 さん

みんなの広場

事業名 実施日 時  間 対 象 者 場所・内容等

5月31日㈮
6月  1日㈯

5月14日㈫
○場所：曽爾保育園
○内容：歯科検診とブラッシング
　　　　指導など

○場所：老人福祉センター
○内容：乳がん検診
　　　　（マンモグラフィ検査）
　　　　子宮がん検診
　　　　（子宮頸がん細胞診）
○持ち物：問診票、健康手帳等
＊事前申込みが必要です。

9:00～
11:00

13:00～
15:30

歯の健康
教室

乳がん・
子宮がん
検診

乳がん：40歳以上の女性
子宮がん：20歳以上の女性
＊昨年受診された方は、対象
外です。

保育園児と保護者

ほけん事業予定表（5月）5月号
令和元年5月1日発行

（通巻571号）

大字別の人口・世帯数
人口　 世帯

山　粕　187　　 97
（＋1）（±0）

掛　　106　　 56
（±0）（±0）

長　野　174　　 79
（−2）（−2）

小長尾　125　　 56
（＋1）（＋1）

今　井　185　　 87
（−3）（−1）

塩　井　100　　 47
（±0）（±0）

葛　　117　　 50
（−2）（−1）

太良路　111　　 55
（−1）（±0）

伊賀見　341　  159
（−3）（−1）

（平成31年4月1日現在）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30～）

カラオケ　第１・第３㊍
民　謡　月 1 回　　
手　芸　月 1 回　㊎
陶　芸　第４　　㊌
民　踊　第２・第４㊍
舞　踊　月 2 回　㊋
　　

人口1,446人
（− 9）

男　667人
（− 7）

女　779人
（− 2）

世帯数686世帯
（− 4）

（平成31年4月1日現在）

新舞踊教室の無料体験会のお知らせ

身体を動かしていますか？
　親しい友がいますか？
　　楽しみがありますか？
　　　新舞踊とは、どんなもの？
　　　　私もできるかな？

　一度体験してみませんか？着物の着付けか
らお教えします。着物や帯などお持ちでない方
は、ご相談下さい。１回でも２回でも大丈夫で
す。男踊りも致します。
　その場合は事前にお申し出下さい。男性も
大歓迎です。参加ご希望の方は、下記までご
連絡下さい。

練習日時
　5月21日㈫　午後1時30分から4時30分
　6月  4日㈫　午後1時30分から4時30分
連絡先　壽花の会サークル代表
　　　　　井上治子　☎０７４５-９４-２４４８
　　　　　寺西壽花　☎０９０-５１０６-７７０４

曽爾カーフェスタ２０１９開催
　5月12日（日）曽爾高原ファームガーデンをメ
イン会場として開催いたします。
　クラシックカーやスーパーカーが村内を駆け
抜けます。また、掛信号からストアー27までの
旧街道を総勢60台の車がパレードしますので
沿道でのご声援を宜しくお願いします。
　メイン会場への自家用車の乗り入れはでき
ませんのでご注意下さい。
日時　5月12日（日）　９：００～１５：００
　　　※雨天決行
場所　曽爾高原ファームガーデン　　
駐車場　曽爾村役場、森林組合土場　
※会場まではシャトルバスが運行します。大人

1名200円
主催者　曽爾カーフェスタ実行委員会
お問い合わせ　090-5891-5831

教育相談 【ティールーム】 のお知らせ
　お子さんの就学をはじめ、発達やしつけ・家
庭の問題等でお困りではありませんか？
　公認心理師の小田先生による教育相談を
行っています。秘密は守られますので、お気軽
にお問い合わせください。相談料は無料です。
　各学校･教育委員会、または下記より直接お
申込みください。

https://ws.formzu.net/
fgen/S57340890/
お問い合わせ
　曽爾村教育委員会事務局
　☎94-2104


